
守屋多々志作「萩の宿」

大垣市民の誓い

私たちは 水を生かし

緑を広げ 安全に努め

心を育て 助け合います
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第
１
回
市
議
会
定
例
会
を
３

月
５
日
か
ら　

日
ま
で
の
日
程

２２

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
大
垣
地
域
公
平
委

員
会
委
員
の
選
任
な
ど
２
議
案

を
先
議
、
市
長
か
ら
平
成　

年
２４

度
一
般
会
計
予
算
な
ど　

議
案

７４

に
つ
い
て
提
案
説
明
を
受
け
、

請
願
２
議
案
を
委
員
会
付
託
し

ま
し
た
。

　
　

日
に
は　

名
の
議
員
が
一

１２

１２

般
質
問
を
行
い
、　

日
か
ら　

１４

２１

日
に
は
各
委
員
会
に
お
い
て
付

託
議
案
の
審
査
を
慎
重
に
行
い

ま
し
た
。

　
　

日
に
は
、
市
長
提
出
議
案

２２

　

議
案
を
可
決
、
請
願
１
議
案

７４を
採
択
、
議
員
提
出
議
案
３
議

案
を
可
決
、
閉
会
し
ま
し
た
。 

①
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当
初
予
算
な
ど
を
可
決
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第
1
回
市
議
会
定
例
会

定 例 会 日 程定 例 会 日 程
３月５日　本会議（提案説明）
　　１２日　本会議（一般質問）
　　１４日　子育て支援日本一対策委員会
　　　　　市民病院に関する委員会
　　１５日　建設環境委員会
　　１６日　経済産業委員会
　　１９日　文教厚生委員会
　　２１日　企画総務委員会
　　２２日　本会議

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平成２４年度の
重点プロジェクト

「都市再生・活性化」

　奥の細道むすびの地記念館の

開館を記念して、公共施設や空

き店舗にアートギャラリーを設

置し、記念館への誘客とにぎわ

いを創出するなど、１年を通じ

て多彩なイベントを開催する。

「安全・安心」

　東海・東南海・南海地震等に

備え、災害に迅速かつ的確に対

応できるよう、地域防災計画を

改定する。また、市役所新庁舎

建設に向けた調査研究を実施す

る。

「環境創造」

　浄化センターの下水汚泥の処

理過程で発生するバイオガスを

利用した発電設備の導入に向け

た基本設計に着手する。

「子育て日本一」

　子ども医療費の対象を入院・

通院ともに高校生相当まで拡大

し、子育て家庭の経済的負担の

軽減を図る。

「かがやきライフ」

　ぎふ清流国体・ぎふ清流大会

の開催にあたり、大垣市独自の

市民開会式を実施する。

奥の細道むすびの地記念館オープン

左：２００インチＡＶシアター（３Ｄ映像）　中：市のマスコットキャラクター「おがっきぃ」　右：常設展示室

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

平
成　

年
度
当
初
予
算

２４
一
般
会
計
が
５
５
０
億
４
０
０
０
万
円
で
前
年
度
比
７
・
６
％

減
、
特
別
会
計
は
４
８
３
億
６
３
０
０
万
円
で
３
・
２
％
の
増
、

企
業
会
計
は
３
６
１
億
４
５
０
０
万
円
で
４
・
１
％
減
、
総
額

１
３
９
５
億
４
８
０
０
万
円
で
３
・
２
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

補
正
予
算

国
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
補
助
採
択

に
伴
い
、
学
校
耐
震
補
強
事
業
費
と
し
て
小
学
校
３
校
で
８
億

８
８
６
０
万
円
、
中
学
校
４
校
で
１
３
億
８
７
６
０
万
円
、
幼

稚
園
２
園
で
１
億
５
２
０
０
万
円
を
計
上
し
、
翌
年
度
に
繰
り

越
す
も
の
。

条
例
等

◇
大
垣
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

安
全
で
平
穏
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
社
会
全
体
か
ら
の

暴
力
団
の
排
除
に
関
し
、
市
、
市
民
、
事
業
者
、
関
係
機
関
等
の

連
携
や
責
務
そ
の
他
必
要
な
施
策
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

◇
大
垣
市
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

子
育
て
家
庭
等
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療
費
の

助
成
対
象
年
齢
を
高
校
生
相
当
ま
で
拡
大
し
、
大
垣
市
子
ど
も

医
療
費
助
成
金
条
例
に
名
称
変
更
す
る
も
の
。

意
見
書
・
決
議
（
文
面
を
４
面
に
掲
載
）

◇
現
時
点
に
お
け
る
消
費
税
の
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書

◇
基
礎
自
治
体
へ
の
円
滑
な
権
限
移
譲
に
向
け
た
支
援
策
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書

◇
富
田
せ
い
じ
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告
決
議
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質
問：

新
年
度
予
算
に
、
新
庁

舎
建
設
基
礎
調
査
事
業
費
が
初

め
て
計
上
さ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

災
害
に
強
い
庁
舎
建
設
に
向
け

て
の
基
本
構
想
、
完
成
目
途
、

財
政
予
測
と
、
そ
こ
に
入
る
市

役
所
組
織
は
、
よ
り
合
理
的
で

市
民
に
優
し
い
組
織
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
市

長
の
思
い
を
お
尋
ね
し
た
い
。

答
弁：

本
庁
舎
は
、
災
害
時
に

お
け
る
災
害
対
策
本
部
と
し

て
、
市
民
の
安
全
を
守
る
防
災

拠
点
と
な
る
た
め
、
早
急
に
改

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

３
月
補
正
予
算
で
庁
舎
整
備

の
た
め
の
基
金
７
億
円
を
積
み
増

し
す
る
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
建

設
に
必
要
な
調
査
や
事
業
計
画

の
策
定
な
ど
を
行
う
た
め
、
新
年

度
予
算
に
新
庁
舎
建
設
基
礎
調

査
事
業
費
を
計
上
し
た
。

　

今
後
、
有
識
者
な
ど
か
ら
構

成
さ
れ
る
（
仮
称
）
新
庁
舎
建

設
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
庁

舎
建
設
に
当
た
っ
て
の
コ
ン
セ

新
庁
舎
建
設
と
組
織
再
編

に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

プ
ト
を
ま
と
め
、
新
庁
舎
の
建

設
規
模
に
つ
い
て
は
、
各
方
面

の
ニ
ー
ズ
や
ご
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
基
本
構
想
・
基
本

計
画
を
策
定
す
る
段
階
で
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

建
設
年
度
は
、
順
調
に
進
め

ば
、
６
〜
７
年
で
完
成
と
見
込

ん
で
い
る
。

　

組
織
再
編
に
つ
い
て
は
、
時

代
の
変
化
や
新
た
な
行
政
課

題
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

柔
軟
か
つ
速
や
か
に
対
応
す
る

た
め
、
常
に
見
直
し
を
す
る
必

要
が
あ
り
、
市
民
目
線
に
立
っ

た
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
を
実

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

新
庁
舎
建
設
で
は
、
組
織
の

見
直
し
を
図
り
、
市
民
の
皆
様

が
利
用
し
や
す
い
課
の
配
置
な

ど
も
考
慮
し
、
小
さ
な
市
役

所
・
大
き
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
五
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
位

置
付
け
、
全
力
で
取
り
組
む
。

 
質
問：

職
員
の
定
員
適
正
化
計

画
を
遂
行
す
る
中
で
、
年
齢
構

成
に
偏
り
が
あ
る
。
再
任
用
制

度
の
活
用
や
定
年
延
長
を
加
味

し
た
上
で
、
勤
務
評
価
の
低
い

職
員
の
昇
給
率
を
抑
制
し
、
総

人
件
費
の
枠
を
維
持
し
な
が
ら

新
規
採
用
を
拡
大
し
、
職
員
の

活
用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等

も
活
用
し
、
人
事
・
給
与
体
制

の
適
正
化
を
図
ら
れ
た
い
。

答
弁：

第
五
次
定
員
適
正
化
計

画
で
は
、
平
成　

年
４
月
１
日

２２

の
職
員
数（
病
院
部
門
を
除
く
）

１
２
３
８
人
を
、
平
成　

年
４

２５

月
１
日
ま
で
に　

人
削
減
し
、

２７

１
２
１
１
人
と
す
る
計
画
で
あ

り
、
平
成　

年
４
月
１
日
現

２３

在
、
１
２
３
６
人
で
、
計
画
ど

お
り
推
移
し
て
い
る
。　

歳
を

５５

超
え
た
職
員
の
昇
給
抑
制
や
、

管
理
職
員
の
給
料
減
額
措
置
、

年
功
序
列
に
よ
ら
な
い
昇
任
や

再
任
用
制
度
の
活
用
に
よ
り
、

総
人
件
費
の
抑
制
が
図
ら
れ
て

い
る
。

　

中
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た

業
務
執
行
体
制
で
は
、
一
般
行

政
職
に
年
齢
構
成
の
偏
り
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
採

用
の
受
験
年
齢
資
格
の
拡
大
を

行
う
と
と
も
に
、
民
間
企
業
等

職
務
経
験
者
の
採
用
に
よ
り
、

年
齢
ギ
ャ
ッ
プ
の
縮
小
に
努
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
勤
務
評
定
制
度
の
適

大
垣
市
職
員
の
人
事
・
給
与

体
制
に
つ
い
て

切
な
運
用
に
よ
り
、
若
い
優
秀

な
職
員
を
抜
擢
す
る
と
と
も

に
、
定
期
的
で
フ
ラ
ッ
ト
な
採

用
に
留
意
し
て
い
き
た
い
。

 
質
問：

市
は
、
成
人
式
を
新
成

人
が
今
ま
で
の
こ
と
に
感
謝

し
、
成
人
と
し
て
の
責
任
を
自

覚
す
る
場
で
あ
り
、
新
成
人
を

広
く
市
民
が
祝
い
励
ま
す
場
と

し
て
い
る
が
、
現
状
は
大
変
騒

が
し
く
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
。

合
同
開
催
を
や
め
、
中
学
校
区

ご
と
の
開
催
に
し
、
程
よ
い
緊

張
感
の
中
で
地
域
の
人
々
に
祝

福
さ
れ
る
式
典
に
し
て
は
ど
う

か
。

答
弁：

成
人
式
の
運
営
は
、
市

民
会
館
か
ら
ホ
テ
ル
へ
の
会
場

変
更
、
運
営
委
員
会
方
式
の
導

入
、
中
学
校
別
懇
親
会
な
ど
、

新
成
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
青

年
団
体
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

よ
り
多
く
の
新
成
人
が
参
加
で

き
、
感
動
的
な
式
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
改
善
を

重
ね
て
き
た
。

　

特
に
、
成
人
式
運
営
委
員
会

で
は
新
成
人
の
代
表
と
な
る
委

員
が
、
こ
れ
ま
で
育
ん
で
く
れ

た
人
々
や
社
会
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
司
会
進
行
や

式
典
で
使
用
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
自
ら
手
が
け
、
責
任
あ

る
式
典
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

中
学
校
別
懇
親
会
の
開
催

成
人
式
の
あ
る
べ
き
す
が
た

と
は

は
、
中
学
・
高
校
時
代
の
友
人

と
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
意
見
が
多
数
あ
る
た

め
、
成
人
式
の
主
役
で
あ
る
新

成
人
を
は
じ
め
、
自
治
会
、
青

年
団
体
の
意
見
を
お
聞
き
し
、

成
人
式
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努

め
て
い
く
。

 
質
問：

人
口
減
少
時
代
に
突
入

し
、
岐
阜
県
で
は
移
住
・
定
住

施
策
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。

　

事
業
推
進
に
は
、
小
学
校
区

を
中
心
と
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く

り
活
動
の
活
性
化
、
地
域
事
務

所
等
に
よ
る
ふ
る
さ
と
情
報
の

発
信
や
担
当
者
の
配
置
が
必
要

で
あ
る
。
市
の
取
り
組
み
方
針

を
伺
う
。

答
弁：

本
市
の
人
口
は
減
少
し

て
お
り
、
将
来
発
展
に
向
け
て

は
、
移
住
・
定
住
施
策
の
展
開

が
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
た

柱
と
し
て
大
垣
の
地
域
力
を
高

め
る
た
め
、
既
存
産
業
の
振
興

移
住
・
定
住
施
策
の
推
進
に

つ
い
て

や
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
な
ど

新
た
な
雇
用
創
出
に
努
め
る
と

と
も
に
、
子
育
て
環
境
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

田
舎
暮
ら
し
や
田
舎
体
験
の

相
談
に
応
じ
る
た
め
、
名
古
屋

市
で
開
催
さ
れ
た
岐
阜
県
総
合

移
住
相
談
会
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
岐
阜
県
と
の
連
携
に
よ

り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
、

子
育
て
支
援
を
は
じ
め
と
す
る

特
徴
的
な
施
策
な
ど
、
本
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い

る
。
今
後
も
、
地
域
事
情
に
詳

し
い
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
民
活

動
団
体
と
一
緒
に
な
っ
て
、
Ｐ

Ｒ
活
動
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
を

は
じ
め
、
移
住
者
を
受
け
入
れ

る
地
域
で
の
生
活
情
報
の
提
供

や
、
体
制
づ
く
り
な
ど
が
重
要

で
あ
り
、
提
言
に
つ
い
て
、
手

法
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
地
域

政
策
課
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
質
問：

東
日
本
大
震
災
の
発
生

か
ら
１
年
が
経
過
し
、
被
災
地

で
は
復
興
に
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
復
興
の
大

き
な
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
が

震
災
瓦
れ
き
の
広
域
処
理
が
進

ま
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
、
市
長
が
一
歩
前
に
出

た
決
断
を
し
、
瓦
れ
き
処
理
に

協
力
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。 東

日
本
大
震
災
へ
の
支
援
に

つ
い
て

②

一一
般般
質質
問問

一
般
質
問

一
般
質
問

３
月　

日
に

１２

一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

大垣市役所本庁舎

成人式
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答
弁：

国
難
と
い
う
大
震
災
か

ら
の
復
興
の
た
め
に
は
、
災
害

廃
棄
物
に
つ
い
て
広
域
処
理
で

の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
災
害
廃
棄
物
の
安

全
性
の
基
準
に
つ
い
て
不
信
感

が
持
た
れ
て
い
る
中
で
、
国
が

示
す
基
準
は
最
終
処
分
場
で
の

基
準
だ
け
で
あ
り
、
受
け
入
れ

時
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
示
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
自
信
を
持
っ

て
市
民
の
皆
様
に
説
明
で
き
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

市
民
の
皆
様
の
不
安
を
払
拭

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ

り
安
全
で
明
確
な
基
準
と
詳
細

な
デ
ー
タ
を
国
が
示
す
こ
と

や
、
災
害
廃
棄
物
処
理
の
最
終

責
任
が
国
に
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
具
体
的
対
策
を
示
す
よ
う

国
へ
の
要
望
を
県
に
打
診
す
る

と
と
も
に
、
国
の
説
明
会
が
開

催
さ
れ
る
際
に
は
明
確
な
安
全

基
準
を
示
す
こ
と
、
最
終
処
分

場
を
国
が
確
保
す
る
こ
と
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
く
。

 
質
問：

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
の
大
前
提
で
あ
る
瓦
れ
き

処
理
が
進
ん
で
い
な
い
。
大
震

災
直
後
か
ら
大
垣
市
で
は
消
防

職
員
や
Ｄ－

Ｍ
Ａ
Ｔ
、
市
職
員

の
派
遣
、
給
水
活
動
、
救
援
物

資
の
送
付
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
が
、

本
格
的
な
瓦
れ
き
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
早
急
に
検
討
し
て
協

力
す
べ
き
で
は
。

答
弁：
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市

民
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ

く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
不

安
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
よ
り
安
全
で
明
確
な
受

け
入
れ
時
の
基
準
を
国
が
示
す

必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
受
け
入
れ
に
当
た
っ

て
、
焼
却
灰
の
最
終
処
分
場
の

確
保
が
必
要
に
な
る
が
、
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
灰

は
、
大
部
分
を
市
外
の
民
間
事

業
者
に
よ
る
再
資
源
化
施
設
と

最
終
処
分
場
へ
搬
出
し
て
お

り
、
災
害
廃
棄
物
を
焼
却
し
た

場
合
も
引
き
続
き
受
け
入
れ
が

可
能
か
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
風

評
被
害
、
地
元
同
意
の
話
が
で

き
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
受
け

入
れ
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

一
刻
も
早
く
国
が
安
全
基
準

と
具
体
的
な
対
策
を
出
す
よ
う

切
に
願
っ
て
お
り
、
し
か
る
べ

き
と
き
に
は
速
や
か
に
協
議

し
、
善
処
し
て
い
く
。

瓦
れ
き
処
理
の
協
力
体
制
に

つ
い
て

 
質
問：

池
田
町
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ
れ

た
が
、
大
垣
市
近
郊
の
市
町
の

多
く
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　

市
内
の
多
く
の
バ
ス
路
線

は
、
市
の
自
主
運
行
バ
ス
と
し

て
民
間
事
業
者
に
運
行
を
依
頼

し
、
負
担
金
と
し
て
多
く
の
税

金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
交
通
弱

者
が
利
用
し
や
す
い
運
行
体
系

に
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

本
市
に
お
け
る
バ
ス
交

通
の
現
状
は
、
マ
イ
カ
ー
の
普

及
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
利
用
者
が
減
少
し
、
事
業

者
か
ら
撤
退
の
申
し
出
の
あ
っ

た
バ
ス
路
線
を
市
主
体
の
自
主

運
行
バ
ス
と
し
て
運
行
す
る
な

ど
、
市
民
生
活
の
利
便
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
上
石

津
地
域
に
お
い
て
は
高
齢
者
等

の
交
通
手
段
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
１
０
０
円
で
運

行
し
て
い
る
が
、
利
用
者
は
一

部
の
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

国
会
で
審
議
中
の
交
通
基
本

法
案
に
は
、
日
常
生
活
等
に
必

要
不
可
欠
な
交
通
手
段
の
確
保

や
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の

円
滑
な
移
動
の
た
め
の
施
策
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
今
後
、

国
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

総
合
的
な
交
通
施
策
の
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
は
じ
め

多
様
な
手
法
を
検
討
し
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
バ
ス
運
行
の

あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
を

 
質
問：

妊
娠
は
す
る
が
、
流
産

や
死
産
を
繰
り
返
し
、
子
ど
も

を
持
て
な
い
状
態
を
不
育
症
と

呼
ぶ
。
治
療
に
よ
り　

％
の
患

８５

者
が
出
産
に
た
ど
り
着
く
こ
と

が
で
き
る
が
、
診
断
・
治
療
は

保
険
適
用
外
の
た
め
高
額
に
な

り
、
途
中
で
あ
き
ら
め
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
認
知
度
の

低
い
不
育
症
の
周
知
方
法
と
少

子
化
対
策
と
し
て
公
費
助
成
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁：

全
国
的
に
少
子
化
が
進

む
中
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生

み
育
て
る
環
境
づ
く
り
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、
高
額
と
な
る

不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
新

年
度
予
算
に
お
い
て
補
助
金
を

計
上
し
て
い
る
。

　

国
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
不
育

症
の
発
生
率
は
約
６
％
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
要
因
は
、
子
宮

形
態
異
常
、
細
菌
に
よ
る
感

染
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
、
染

不
育
症
に
つ
い
て

色
体
異
常
な
ど
と
言
わ
れ
て
い

る
。
検
査
・
治
療
方
法
は
多
種

多
様
で
、
検
査
費
用
及
び
治
療

費
の
公
費
助
成
は
、
今
後
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
望
み
な
が

ら
も
授
か
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
の
精
神
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
県
の
不
妊
相
談
セ

ン
タ
ー
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
相
談
窓
口
の
充
実
に
も
努

め
る
。

 
質
問：

生
活
保
護
対
策
の
先
進

地
で
あ
る
釧
路
市
で
は
、
母
子

家
庭
や
高
齢
者
に
特
化
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
就
労
支

援
員
や
相
談
員
の
充
実
を
図
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
医
療
費

削
減
の
た
め
に
、
健
康
づ
く
り

や
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
を
重

点
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
弁：

本
市
に
お
け
る
生
活
保

護
の
現
況
は
、
平
成　

年
２
月

２４

１
日
現
在
、
５
５
６
世
帯
、

７
０
５
人
で
増
加
傾
向
に
あ

り
、
２
月
末
現
在
の
生
活
保
護

扶
助
費
は
約　

億
円
、
う
ち
医

１０

療
扶
助
費
は
約
５
億
円
で
あ

る
。

　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１
名
当
た

り
約　

世
帯
を
担
当
し
、
相

７０

談
、
調
査
、
訪
問
活
動
の
ほ
か
、

就
労
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

母
子
・
高
齢
者
に
対
し
て
は
、

き
め
細
や
か
な
支
援
が
で
き
る

生
活
保
護
に
つ
い
て

よ
う
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
あ

り
方
も
含
め
て
、
今
後
、
研
究

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
平
成　

年
か
ら
就
労

２２

支
援
員
を
配
置
し
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
に
努
め
、
平
成　

年
度
に

２２

は
、
１
６
０
人
の
就
労
を
支
援

し
、　

人
が
就
労
を
開
始
し

７６

た
。

　

社
会
参
加
や
健
康
維
持
に
関

す
る
支
援
を
行
う
こ
と
は
、
健

康
的
な
生
活
に
つ
な
が
り
、
医

療
扶
助
費
等
の
削
減
も
期
待
さ

れ
る
た
め
、
今
後
も
支
援
方
法

に
つ
い
て
研
究
し
、
生
活
保
護

世
帯
の
自
立
に
向
け
た
支
援
に

取
り
組
む
。

 
質
問：

第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
い
て
、
認
知
症
高
齢

者
や
そ
の
家
族
を
地
域
全
体
で

支
え
る
た
め
、
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
様
な
機
関

の
連
携
が
位
置
づ
け
ら
れ
た

が
、
地
域
で
相
談
支
援
業
務
を

担
っ
て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
民
生
委
員
等
の
業
務

は
多
忙
を
極
め
て
い
る
。
業
務

内
容
の
見
直
し
を
含
め
、
支
援

セ
ン
タ
ー
の
強
化
を
求
め
る
。

答
弁：

県
で
は
、
国
が
進
め
る

認
知
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
５
月
に
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
を
県
内
の
７
病
院
に

設
置
し
、
西
濃
圏
域
に
お
い
て

は
大
垣
病
院
が
指
定
さ
れ
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

③

被災地の惨状

コミュニティバス
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同
セ
ン
タ
ー
は
、
専
門
医
療
相

談
、
鑑
別
診
断
及
び
情
報
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
医

療
と
介
護
の
連
携
機
能
の
核
と

し
て
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ

る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
、
自
治
会
長
や

民
生
児
童
委
員
等
と
の
地
域
で

の
関
わ
り
な
ど
業
務
が
多
様
化

し
て
お
り
、
今
後
も
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
円
滑
な

運
営
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問：

新
し
く
建
設
さ
れ
る
北

幼
保
園
は
、
園
児
３
０
０
人
、

職
員　

人
以
上
の
大
規
模
園

５０

で
、
障
が
い
児
保
育
を
は
じ
め

多
様
な
保
育
・
幼
児
教
育
が
行

わ
れ
る
。
今
ま
で
の
幼
保
園
５

カ
園
の
実
践
か
ら
、
乳
幼
児
期

の
保
育
・
幼
児
教
育
施
設
は
２

０
０
人
ま
で
が
限
度
と
考
え

る
。
か
さ
ぎ
保
育
園
を
独
立
の

園
と
し
て
存
続
さ
せ
、
北
幼
保

園
の
規
模
を
見
直
し
て
は
ど
う

か
。

答
弁：

北
幼
保
園
に
つ
い
て

は
、
園
舎
の
老
朽
化
や
耐
震
性

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検

討
し
た
結
果
、
北
保
育
園
、
か

さ
ぎ
保
育
園
、
北
幼
稚
園
の
３

園
を
統
合
し
、
さ
ら
な
る
保
育

環
境
の
充
実
に
努
め
る
も
の
で

あ
る
。

　

建
設
に
当
た
り
、
同
年
齢
児

や
異
年
齢
児
の
交
流
、
及
び
支

北
幼
保
園
建
設
に
つ
い
て

援
を
要
す
る
幼
児
等
へ
の
生
活

リ
ズ
ム
に
配
慮
し
、
保
育
室
を

配
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
園
児
の
年
齢
別
担
当

者
会
議
や
研
修
を
実
施
す
る
な

ど
、
資
質
向
上
に
努
め
る
こ
と

に
よ
り
、
職
員
間
の
連
携
や
質

の
高
い
保
育
・
教
育
を
提
供
し

て
い
く
。

　

渋
滞
対
策
と
し
て
は
、
警
察

等
関
係
機
関
と
協
議
す
る
と
と

も
に
、
敷
地
内
に
駐
車
場
を
確

保
し
、
送
迎
車
両
の
誘
導
な
ど

周
辺
道
路
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

幼
保
園
の
適
正
規
模
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
幼
児
数
の
推
移

や
地
域
の
状
況
等
を
勘
案
し
、

適
正
規
模
を
判
断
し
て
い
く
。

④

あなたも本会議を傍聴してみませんか。
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○議長の許可なく写真撮影や録音をしない。
○議会の妨害をしない。
○携帯電話の電源は入れない。

意見書・決議
　第一回定例会で可決された意見書・決議は次のとおりです。
　意見書は、国会をはじめ、内閣総理大臣及び関係各大臣に送付し、実現を要望しました。

富田せいじ議員に対する議員辞職勧告決議

　市民の直接選挙によって選出された議員に

より構成する本市議会は、その職責と任務の

重大さを自覚し、市民の負託にこたえるべ

く、崇高な倫理観のもと、法令の遵守はもと

より、市民に規範を示すべき立場から議員活

動に努めているところである。

　このように、みずからの行動を厳しく律す

ることが求められる議員の立場にありなが

ら、富田せいじ議員においては、平成１９年度

から２２年度の固定資産税４年分について滞納

した事実が発覚した。

　かかる行為は、市民の信頼を著しく損ねる

とともに、本市議会の権威を失墜させ、品位

を傷つけたものであり、断じて容認すること

はできない。

　よって、富田せいじ議員は、社会的かつ道

義的な責任の重さを真剣に受け止め、市議会

議員を辞職するよう勧告する。

　平成２４年３月２２日

                        大　垣　市　議　会

基礎自治体への円滑な権限移譲に向けた支援策の充実を求める意見書
　
　国が地方自治体の仕事をさまざまな基準で細かく縛
る「義務付け・枠付け」の見直しや、都道府県から市
町村への権限移譲を進めるための地域主権一括法の第
１次・第２次一括法が昨年の通常国会で成立した。２９１
項目にわたる第３次見直しも昨年末に閣議決定され、
本年の通常国会に提出される見通しとなっている。
　一方、自主財源の乏しい地方自治体は、人件費の抑
制、事務事業の抜本的な見直しによる歳出削減など、
徹底した行財政改革を進めてきているが、財源の多く
を国によって定められた行政水準の確保に費やさざる
を得ないなど、さらに厳しい財政運営を強いられてい
る。地方自治体は、農林水産業の振興や地域経済の活
性化、少子・高齢社会、高度情報化への対応、防災対
策や各種社会資本整備など重要な課題を有し、これら
の財政需要に対応し得る地方財政基盤の充実・強化が
急務となっている。
　地域主権改革は、地域住民がみずから考え、その行
動と選択に責任を負うという住民主体の発想に基づく
改革を目指すものであり、明治以来の中央集権体質か
らの脱却、国と地方が対等の立場で対話できる関係へ
の根本的な転換を進めていくものでなければならな
い。
　よって、政府においては、基礎自治体への円滑な権
限移譲に向けた支援策の充実を図るため、次の事項を
速やかに実施されるよう強く要望する。

１．政府においては、権限移譲に伴い必要となる財源
措置を確実に行うこと。また、移譲時に必要となる
電算システム整備など臨時的経費についても確実に
財源措置を行うこと。

２．都道府県から基礎自治体への権限移譲においては、
事務引き継ぎ、研修、職員派遣、都道府県・市町村
間の推進体制の構築など、基礎自治体への権限移譲
が円滑に進められるよう、政府は移譲の時期、具体
的な財源措置など必要な事項について地方側に十分
な情報提供を行うこと。
３．厳しい行財政環境や超高齢化の進行の中で、移譲
される権限の内容によっては、人員体制等も含め、
各市町村単独での権限移譲に課題を抱える地域もあ
るものと予想されることから、広域連合の設立手続
の簡素化なども含め、市町村が共同で柔軟に権限を
行使できる仕組みを整備し、地域の実情に応じた効
率的な権限移譲が行われるようにすること。
４．地方の自主性・裁量性を拡大し、地方の特性に応
じて事務が行えるよう、一層の義務付け・枠付けの
見直しを行うとともに、今後の見直しに当たって
は、「国と地方の協議の場」等において地方との十分
な協議を行うこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出
する。

　平成２４年３月２２日

                                大　垣　市　議　会

現時点における消費税の増税に反対する意見書

　現在、我が国は、出口の見えないデフレの状況にあ
る中で、欧州の通貨・経済危機や米国債の相次ぐ格下
げに端を発した歴史的な円高、平成２３年３月１１日の東
日本大震災の発生による壊滅的な被害や福島原発事故
による電力需給の逼迫等による経済活動の落ち込みな
ど、国内外のさまざまな要因により、低迷する経済情
勢のさらなる悪化に歯止めがかからず、先の見通しが
立たない状況にある。
　このような中にあって、野田内閣は、「税と社会保障
の一体改革」の名のもとに消費税の１０％への増税を強
力に推し進めようとしている。今後も増大が予想され
る社会保障費の財源を確保する上で将来における増税
を否定するものではないが、現時点での消費税の増税
は、緒についたばかりの東日本大震災からの復旧・復
興の大きな妨げとなることが予想され、国民の消費活
動にも多大な悪影響を及ぼし、景気の悪化にさらなる
拍車をかけることは明白である。
　消費税の安易な増税による財源確保を目指す前に、
まず国として解決すべき課題に取り組むことが先決で
ある。すなわち、経済対策として、依然として続く円
高傾向を容認することなく、雇用・産業の空洞化対策
として抜本的な円高・デフレ対策に取り組むこと。ま
た、財政健全化施策として、公務員給与のさらなる削
減、国会議員の定数や歳費の削減、あわせて、独立行
政法人の整理統合を初め行政機構のあり方についてさ
らなる検討を進め、組織・機構のスリム化や定員につ
いても一層の削減を図り、事務執行経費の大幅な縮減
を実施することなどが挙げられる。
　よって、現時点における消費税の増税には強く反対
する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出
する。

　平成２４年３月２２日

                                大　垣　市　議　会

北幼保園（イメージ図）

◎ぎふ清流国体（第６７回国民体育大会）
　平成２４年９月２９日～１０月９日
水球・サッカー・軟式野球・フェンシング・柔道
ソフトボール・ビリヤード（デモ）
ファミリー綱引（デモ）

◎ぎふ清流大会
　（第１２回全国障害者スポーツ大会）
　平成２４年１０月１３日～１０月１５日
卓球・サッカー


